
 

 

 
１ 取組の概要    

 生徒の整理整頓や時間管理、家庭学習の課題を踏まえ、学びに向かう集団づくりと授業づくりに組織

的に取り組んだ。教室環境の整備や始業準備の徹底、面談による生活改善を継続するとともに、話し合

い・教え合いを取り入れた授業や習熟度別指導を行った。PDCAサイクルを通して改善を重ねた結果、生

徒の学習意欲や主体性が高まり、整理整頓や家庭学習に前向きに取り組む姿が見られるようになった。 

  

（１） 生徒の現状等  

  ○ 整理整頓が苦手な面があり教材を失くしたり、提出物が遅れたりすることがある。 

  ○ 体を動かしたり、グループで考えたり話し合ったりする授業への取り組みが良い。 

  ○ 多くの生徒が大学進学を目指しているが、家庭学習時間の確保や学習方法の確立が必要である。 

   

（２） 期待する生徒の姿 

 学年目標(指導指針)(生徒に期待する姿) 

① 学習における課題を自ら発見し、自律的に学習に取り組む生徒 

② 明確な進路目標を持ち、その実現に向けた探究活動に計画的に取り組む生徒 

 

（３） 主な取組   

  ○ 教室の環境整備や授業開始への意識付けを軸にした学びに向かう集団づくり 

  ○ 意図的な学び合いの機会の提供、承認の言葉がけ等による授業づくり 

 

２ 学校の取組スケジュール 

 
 

 

 

 

 

 

 

３ ＰＤＣＡサイクルで進めた組織的な取組 

《実態把握》５月    

（１） アンケート結果から 

 

 
 

○ アンケート調査結果の「問４ 授業がよくわかる」における肯定的な 

回答が有意に少ない。この項目に対する取組を充実させることで、 

他の質問項目への良い影響が期待できるのではないか。 

 

（２） 生徒に関する情報交換から 

○ 挨拶ができる生徒が多く、大多数は落ち着いて生活している。朝のホームルーム前などの隙間時間を利 

用して勉強に励む生徒が多い。 

○ 私物の自己管理や整理整頓、時間管理が苦手な生徒がいる。学習に向かう環境づくりに取り組む必要が 

ある。 

○ 授業中に興味深い発言（発想）をする生徒がいる。 

○ 授業中は理解できていても、定期テストでは理解度の低下が見られたり、学習時間を確保できているが、 

成績に表れていなかったりする生徒がいる。基礎学力の定着に向けて、学習の仕方と内容の見直し等につ 

いて助言する必要がある。  
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《学びに向かう集団づくり》  

 

 

ＰＤＣＡ（第１期）５月～７月 

Ｐ(計画)・Ｄ(実行) Ｃ(点検) Ａ(修正） 

【具体的な取組】 
○ 私物の整理整頓と教室使

用のルールを徹底させる。 

○ 始業前の持ち物の確認を

徹底し、始業時間に遅れない

（授業を始業チャイムから始

める）。 

○ 面談を通して一人ひとりの

一日の生活を見直し、改善を

試みる。（隙間時間の活用） 

【取組の振り返り・生徒の変容】 
・ 整理整頓、持ち物の確認、授業着席ができる生徒は増えて

いる。整理整頓が苦手な生徒に対して、声がけをして一緒

に片付けをしている。 

・ 勉強と行事のメリハリをつけるよう指導しているが、この学

年は定着に時間がかかる印象がある。 

・ 面談シートで学習時間等の把握をしている。学習時間０時

間の生徒もいる。個別の状況に応じて、「できることからやっ

てみよう」と、声かけをしている。 

・ 早めに授業に行き、授業の準備をしながら様子を見てい

る。小テストに向けて教え合っている姿がある。     

など 

 

【修正点】 
・ 継続して取り 

組んでいく。 

・  「学校が楽し

い」について、

友人関係で楽

しいと感じるだ

けでなく、みん

なで学び合え

るから楽しいと

感じさせたい。 

 

ＰＤＣＡ（第２期）８月～12月 

Ｐ(計画)・Ｄ(実行) Ｃ(点検) Ａ(修正） 

【具体的な取組】 
○ 私物の整理整頓と教室使

用のルールを徹底させる。 

○ 始業前の持ち物の確認を

徹底し、始業時間に遅れない

（授業を始業チャイムから始

める）。 

○ 面談を通して一人ひとりの

一日の生活を見直し、改善を

試みる。（隙間時間の活用） 

【取組の振り返り・生徒の変容】 
・ 学校評価の生徒アンケートでは環境整備の項目で、肯定的

な回答割合が高かった。生徒の意識が向上し、以前より廊

下や学習室がきれいになっている。 

・ 生徒が意欲的に学習に取り組めるよう、生徒の姿を観察

し、生徒の取組を褒めることができた。 

・ 一人一人を見て声かけをしたことにより、提出物の提出率

向上したり、授業中の質問が増えてきた。 

・ 生徒間の仲が良くなってきた印象がある。授業のペアワー

クをスムーズにできるようになった。             

など 

【修正点】 
・  継続して取り

組んでいく。 

・ 生徒に伝わり

や す い 指 示

（声掛けのタイ

ミングや言葉

の選択）を工

夫する。 

・ 家庭学習記録

表を活用し、

生徒と生活を

振り返りなが

ら学習習慣の

確立を図る。 
 

 

ＰＤＣＡ（第３期）１月～３月 

Ｐ(計画)・Ｄ(実行) Ｃ(点検) Ａ(修正） 

【具体的な取組】 
○ 私物の整理整頓と教室使

用のルールを徹底させる。 

○ 始業前の持ち物の確認を

徹底し、始業時間に遅れない

（授業を始業チャイムから始

める）。 

○ 面談を通して一人ひとりの

一日の生活を見直し、改善を

試みる。（隙間時間の活用） 

【取組の振り返り・生徒の変容】 
・ 自分から進んで定期的にロッカーの中を整理している姿が 

見られた。 

・ 来年度、受験生になることを意識して、遅刻など改善しよう

と努力している様子がある。 

・ 次年度のコース選択をきっかけに、進路に意識が向いてき

たため、家庭学習時間が少しづつだが、増えていている。 

・ 提出物を失くしたときに再度もらいに来たり、提出期限を再

確認したりするようになった。 

・ 受験のプレッシャーで緊張しすぎて、学校を欠席する生徒も

出始めているので、注意して対応している。 

など 

 

【修正点】 
・ 進路指導にか

らめて生活と

学習全体への

肯定的な面に

注目した指導

を行い、生徒

自らの気づき

と変容を促す。 

 
 

 



《子どもが意欲的に取り組む授業づくり》 

 

 

ＰＤＣＡ（第１期）５月～７月 

Ｐ(計画)・Ｄ(実行) Ｃ(点検) Ａ(修正） 

【具体的な取組】 

○ 「話し合う」「教え合う」「やっ

てみる」などの得意な活動を

取り入れ、授業への意欲を向

上させる。 

○ 習熟度別授業や個別指導

で、生徒の学力に応じた学習

内容と学習方法を学ばせる。 

 

【取組の振り返り・生徒の変容】 

・ 授業中や課題への取組状況が２極化している。与えられる

こと＋αの学習ができる生徒を増やしていきたい。 

・ 国語の授業では１分間スピーチ、ペアワークで復習、音読

などから開始した。着席に遅れるとペアに迷惑がかかるた

め、生徒は着席するようになった。 

・ 100字程度の文章で書かせる課題に取り組ませている。グ 

ループで協議してから書かせたり、テストにも同様の問を出

題することで、取組状況が改善され、学習内容の定着にも

繋がっている。 

・ 発表のための調べ学習では、調べる方法を生徒に考えさせ

選ばせたことで、取組状況が良くなった。    

など  

 

【修正点】 

・ 学び合ってい 

る姿を褒めら

れる経験を増

やしてあげた

い。教職員が

共 通 認 識 の

基、生徒の取

組を認める声

がけを増やす

必要がある。  

 

ＰＤＣＡ（第２期）８月～12月 

Ｐ(計画)・Ｄ(実行) Ｃ(点検) Ａ(修正） 

【具体的な取組】 
○「話し合う」「教え合う」「やっ

てみる」などの得意な活動を

取り入れ、授業への意欲を向

上させる。 

○習熟度別授業や個別指導

で、生徒の学力に応じた学習

内容と学習方法を学ばせる。 

【取組の振り返り・生徒の変容】 
・ ペア学習で教え合ったり、意図的に役割を与えたときに学

習が活発になる傾向がある。 

・ 教科横断的な話題を提供すると生徒の関心も向上した。 

・ 意図的に生徒の意見の良いところを捉えるようにしたり、生

徒の学習状況によって難易度を工夫したりした。 

・ 教科に自信がなかった生徒が、教師の声かけにより、自信

をもって取り組むことができた。他の生徒への良い影響の広

がりも見られた。 

・ 学校評価（生徒用）で「教師が教え方を工夫している」とい 

う項目の肯定的な回答割合が高い。           

など 

【修正点】 
・ 継続して取り 

組んでいく。 

・ 苦手科目の授

業の中で、生

徒の得意な関

連分野を発揮

できるような場

面をつくる。 

・ 生徒の学力に

応じた課題を

用意し、自主

的に取り組ん

だことを認め

る。 
 

 

ＰＤＣＡ（第３期）１月～３月 

Ｐ(計画)・Ｄ(実行) Ｃ(点検) Ａ(修正） 

【具体的な取組】 
○「話し合う」「教え合う」「やっ

てみる」などの得意な活動を

取り入れ、授業への意欲を向

上させる。 

○習熟度別授業や個別指導

で、生徒の学力に応じた学習

内容と学習方法を学ばせる。 

 

【取組の振り返り・児童生徒の変容】 
・ 以前よりも授業に真剣に取り組むようになり、クラスの雰囲

気が良くなった。授業後の質問も増えた。 

・ 苦手な分野を強化するための復習プリントを希望者に配布

しているが、プリントを取りに来る生徒が増えた。 

・ 問題が難しくなって理解に苦しんでいる様子も見られるが、

思考の過程の良い面を見つけて褒めている。 

・ 短めの入試問題をときどき解かせているが、辞書で調べた

り周りと意見を交換したりして、難しくても何とか理解しようと

頑張れるようになった。 

       など 

 

【修正点】 
・ 少し困難な課

題でも自ら取り

組んでいること

を認める。 

・ 生徒の学力と

進路希望に合

わせた個別指

導や個別の声

掛けを行う。 

 



４ 成果  
【生徒の変容】 

○ できている点や良い面を認められることで、徐々に落ち着いて生活できる 

ようになった。整理整頓が苦手な生徒でも定期的に私物の片付けをするな 

ど、自主的な行動ができるようになった。 

  ○  各教科での授業改善の工夫により、苦手な科目の中でも自分の得意を 

活かす方法を発見し、授業に取り組む態度が改善した。 

  ○  科目別の家庭学習時間を記録することで、学習の時間の偏りに気づくこ 

とができ、自ら生活リズムを調整して学習に取り組む様子が見られた。 

 

【先生方について】 

○ 授業や場面によって異なる生徒の様子を知ることで、先生方の生徒理解が深まり、生徒の良い面に注目し 

た指導を行うことでき、生徒との関係性もより良く保つことができるようになった。 

○ 先生方がこれまで別々に行っていた指導の工夫について情報を共有することができ、学年全体の指導のス 

キルが向上した。 

○ 学校全体に２学年の取り組みについて理解を得たことで、授業や清掃など学校生活の様々な場面で指導 

の一貫性を保つことができ、生徒の安心へと繋がった。 

 

５ 今後の取組 
○ 日常的な整理整頓と清掃による快適な学習環境の維持 
○ 生徒の自ら学ぼうとする態度や努力に気づき認めることによる学習意欲の向上 
○ 定期的な学年会での生徒の実態把握と指導目標の修正による学業指導の継続 

 

６ 参考資料 
意識調査の結果 

 


